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歴史学部　学部基幹科目（2019年度以降第1学年次入学者適用）
1 2 3 4 5

建学の理念に基づき、

豊かな人間性と社会と

を支える広い教養を身

につけている

歴史学の学修を通し

て、日本あるいは世界

の個人・文化・社会に

関する基本的な知識や

技能を有している

個人・文化・社会など

の多様性を理解し、自

らの思考や判断に活か

すことができる

学修の成果を用いなが

ら、自らが設定した課

題を考察することがで

きる

地域社会や国際社会に

内在する諸問題に関し

て、学修の成果を援用

し課題を発見し、その

解決に向けて実践的に

取り組むことができる

歴史学概論 1 ○ ◎

歴史学とはどのような学問なのか。歴史学とは、これまで高校で日本

史や世界史を学んできたように、単に「歴史」を記憶に詰め込むこと

ではない。歴史学とは、「歴史」に関する知識を獲得したうえで、考

察し、その意義を考える学問である。本講義では、歴史学の基礎的な

知識や考え方を学ぶことを通して、「歴史」と歴史学との違いを理解

する。

外国の歴史と文化 2 △ ○ ◎

西洋文化圏やアジア文化圏では、日本の歴史や文化と、似ているとこ

ろや、似て非なるところ、また全く異なるところがある。本講義で

は、日本以外の様々な世界の歴史や文化について初歩的に学ぶ。そし

て日本とは異なる外国の歴史や文化を理解し、その多様性を学修し、

広い教養を身につける。

歴史学とコンピュータ 2 ○ ◎

コンピュータの普及によりわれわれの日常生活は、様々な面で変容し

つつある。人文科学系の学問研究分野においてもこうした傾向は同様

で、研究に際してコンピュータをどう利用するかという問題は、どう

研究を行うかと同義ともなり、避けて通ることができなくなってい

る。しかしながら、歴史学の分野に限ってみれば、研究資料（史料）

のデジタル化が著しい進展を見せる一方で、研究全般ではコンピュー

タの導入が進んでいる部分とそうでない部分の違いが著しく、従来の

方法と新たな方法を織り交ぜながら研究を進める必要がある。研究に

おけるコンピュータの利用は、研究を進める者自身が考える問題では

あるが、コンピュータを研究の「道具（ツール）」としてどのように

用いるのか、その方法と問題点を知ることは研究を行う者が等しく考

える必要がある。本講義では、研究の「道具（ツール）」としてコン

ピュータがどう利用できるのかを考え、歴史学研究に利用できるソフ

トウェアを知り、その操作方法を学ぶ。

歴史文化概論

1

※歴史

学科は

3ｾﾒ

○ ◎

歴史文化とは、人々の日々の生活、つながり（社会）、環境（自然・

経済・政治）を背景に、様々な時間軸のなかで、成立してきた文化事

象である。 また、文化とは、一般にイメージされる華道・茶道や芸

術といった「伝統文化」のみならず、経済や政治によって創られた感

性も含む。本講義では、歴史文化学科の3つの領域（地域文化・民俗

文化・芸術文化）をもとに、さまざまな専門分野（考古学・地理学・

地域史・民俗学・文化人類学・神話伝承学・美術史・芸能史）であつ

かわれる歴史文化について概説する。また、フィールドワークを通

し、現代に残る有形・無形のモノ（遺跡・街並み・生活文化・祭礼・

芸能・芸術・神話・伝承・宗教）、ヒトの記憶・語りを通し、具体的

な事例から研究する歴史文化の基礎的視野や方法の重要性について学

ぶ。

日本史概論 1 ○ ◎

大学で学ぶ歴史学はこれまでの歴史の学習とは大きく異なるだけでな

く、現在持っている歴史の知識も、これから始まる専門的な学修を考

えた時に、決して十分とはいえない。この講義では、歴史学の基本的

な考え方・方法に基づき、担当教員が日本史の各時代を理解するうえ

で重要と考えた事象を取り上げ講義する。講義の内容を理解するなか

で、今後の専門的な学修に際して基礎となる日本史の知識を習得する

とともに、学問としての歴史学の基本的な考え方や方法を理解する。

東洋史概論

1

※歴史

文化学

科は3ｾ

ﾒ

○ ◎

本講義では、東洋の歴史、とりわけ中国の歴史について、古代から近

代まで大まかな流れに沿って学修する。中国は、古代から近代にいた

るまで、日本の歴史と深いかかわりを持ってきたが、その歴史や、培

われてきた社会・文化は、日本とまったく異なる。中国における王朝

ごとの基礎的な歴史用語の解説を進めながら、その王朝の歴史や文化

の特徴を学ぶ。また王朝の移り変わりを理解し、中国史の概略を学

び、歴史の多様性を学修する。

西洋史概論

1

※歴史

文化学

科は3ｾ

ﾒ

○ ◎

グローバルな関係性が張り巡らされた現代社会のなかで、西洋文明の

理解は日本人にとって不可欠である。本講義では、その中核をなす

ヨーロッパ文明について、その形成期に重点をおきながら通時的に歴

史を概観する。そうすることで、そこに生きた人びとの文化やものの

考え方の特徴を学ぶ。加えて、講義中に紹介される史料の解説を通し

て、各時代と社会の具体的なイメージをつかみ、他者たるヨーロッパ

に対する理解を深める。

歴史地理学 2 ○ ◎

歴史地理学は過去の出来事や現象を通して地域の成り立ちや変化を考

える地理学の一分野である。現代であれ過去のある時代・時期であ

れ、一つ一つの出来事・現象には生成し消滅する特定の時間（いつ）

と空間（地域、どこ）がある。また、一つ一つの出来事・現象は、単

独にではなく、他の出来事・現象と関係しあいながら生成・消滅して

いる。そこで、この授業では地域の成り立ちや変化について、複数の

出来事・現象を空間的に関係づけて考えることを重視して、講義を進

めていく。

科目概要

学

部

基

幹

区

分
科目名

履

修

開

始

ｾ

ﾒ

ｽ

ﾀ

ｰ

1



2022.12.6

歴史学科　専門科目（2019年度以降第1学年次入学者適用）

1 2 3 4

日本あるいは世界の歴

史について基本的な知

識と技能を有し、その

重要性を理解している

修を通して日本あるい

は世界の歴史の時間

的・空間的多様性を理

解してい

日本あるいは世界の歴

史についての学修と現

場での学修や体験の成

果を統合し、その結果

を言葉や文章によって

論理的に提示すること

ができる

学修成果を用いて、現

代の地域社会や国際社

会に内在する諸問題に

ついて考えることがで

きる

入門ゼミ 1 ○
歴史学科・歴史文化学科の教育内容を理解するとともに，大学で自律

的に学ぶことを見通し，基本的な学び方を習得する。

歴史学研究法ゼミ1 3 〇 ◎ △

本科目の一番のねらいは、文献史学の研究方法の基本を知ることにあ

る。ゼミ１では、特に史実の調査の仕方、とりわけ研究に関わる基礎

的な情報の収集と取り扱いについて、アカデミックスキルの延長とし

て、分野や領域の特徴を加味しながら実践的に学ぶ。

歴史学研究法ゼミ2 4 〇 ◎ △

本科目では、ゼミ１に引き続き文献史学の研究方法の基本を知ること

をねらいとするが、ゼミ２ではこれまでの学びを基礎にしながら、自

らの興味や関心を研究テーマへと昇華させることを目途に、必要な文

献を収集し、自らが研究計画を策定できるようになる力を養うことに

注力する。ゼミ１同様、分野や領域の特徴を加味しながら実践的に学

びながら、発展研究ゼミへと繋げる。

日本史特論 2 ◎ ○

日本史概論の学修を通じて日本史各時代の最低限の知識を身につけ、

歴史学（日本史学）の基本的な考え方・方法の一端に触れた。本科目

では、もう少し専門的な内容に踏み込み講義する。時代によって取り

上げる問題や内容は異なるが、日本史の各時代を理解するうえで基礎

となる重要事項であることに変わりはない。講義の内容を理解し知識

を広めることに加え、専門課程での学修を見据え、複数の事項を関連

づけたり、背景を考えたりするなどして、歴史学の考え方や方法の基

本となる思考に触れてみて欲しい。

東洋史特論 2 ◎ ○

本講義では、中国・朝鮮・日本を中心に，古代から近代までのその交

流や交渉の歴史を概観する。日本と海を隔てた中国や朝鮮とは、古代

から深い交流の歴史が存在した。主に日本史の範疇で学んできた金印

の時代から、遣唐使や日宋貿易、また倭寇や琉球のことなどを学ぶ。

そして日本も「東洋」の一環であったことを理解し、アジアの歴史に

対する多様なまなざしを身につける。

西洋史特論 2 ◎ ○

私たちにとってはごく日常的な事柄のなかにも、実は近代以前にはあ

りえなかったものが数多くある。そこで本講義ではヨーロッパにおけ

る「近代化」の歴史を学ぶ。受講生は世界史の大きな流れを意識しつ

つ、近代ヨーロッパ社会における文化面での変化の意味について考え

る。

日本文化史 4 ○ ◎

日本の文化は古くから、東洋、中でも中国・朝鮮を中心とする東アジ

アの文化の影響を受けている。本科目では、日本文化のありようを、

さまざま観点から概観し、その歴史的背景を学ぶことによって、その

基礎的な知識を修得するとともに、中国・朝鮮半島の文化との関連性

も理解する。

東洋文化史 3 ○ ◎

日本の文化は古くから、東洋、中でも中国・朝鮮を中心とする東アジ

アの文化の影響を受けている。本科目では、東アジアを中心とする東

洋文化のありようを、さまざま観点から概観し、その歴史的背景を学

ぶことによって、その基礎的な知識を修得するとともに、日本文化と

の関連性も理解する。

西洋文化史 4 ○ ◎

日本社会がヨーロッパ文化の影響を受け、その価値観や生活習慣など

を共有するようになって久しい。そこで、本講義では、前提となる欧

米文化のありようをさまざまな観点から概観し、その歴史的背景を学

ぶことによって、西洋文化についての基本的な知識を修得するととも

に、その多様性についての理解を深める。

日本思想史 3 ○ ◎

日本の思想は、いずれの時代においても、また貴族の文化であれ、庶

民の文化であれ、仏教の影響を受けている。本科目では、日本思想の

ありようを、仏教との関わりという観点から概観し、その歴史的背景

を学ぶことによって、その基礎的な知識を修得する。

東洋思想史 4 ○ ◎

東洋思想の中で日本の思想に大きな影響を与えたのは、仏教・儒学、

そして道教がある。これらの思想史的展開を中心として、思想の発生

から現代への思想的変遷を概観する。これによって、東洋思想の基礎

的な知識を修得するとともに、思想的影響関係も理解する。

西洋思想史 3 ○ ◎

民主主義、自由・平等など現代日本において是とされる価値の源泉の

多くは、ヨーロッパ思想にある。しかしながら、そのヨーロッパ思想

も決して一様ではない。そこで、本講義では、さまざまな西洋思想の

なかからいくつかの思潮を取り上げ、育まれた時代や社会のありよう

に留意しながら概観する。これによって、基本的な知識を修得し、世

界に広がる様々なものの考え方についての理解を深める。

東北アジア史 4 ○ ◎

日本をふくむ東北アジア（中国大陸や朝鮮半島、および日本列島な

ど）は、古来より密接な関係をもって歴史を歩んできた。本講義で

は、東北アジアにおける諸国・諸地域の歴史について取り上げ、その

歴史的関連性について学修する。
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1 2 3 4

日本あるいは世界の歴

史について基本的な知

識と技能を有し、その

重要性を理解している

修を通して日本あるい

は世界の歴史の時間

的・空間的多様性を理

解してい

日本あるいは世界の歴

史についての学修と現

場での学修や体験の成

果を統合し、その結果

を言葉や文章によって

論理的に提示すること

ができる

学修成果を用いて、現

代の地域社会や国際社

会に内在する諸問題に

ついて考えることがで

きる
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ｰ

科目概要
区分 科目名

社会経済史 3 ○ ◎

前近代社会と近代社会は仕組みが異なっている。また世界の各国各民

族で社会の構造や経済の仕組みが、それぞれの歴史に規定されて異

なっている。前近代経済史は近代とは異なる論理が働く経済をあつか

う歴史である。近代の立ち場からすると非合理にみえる現象も、それ

ぞれの時代の論理では合理性をもつ。近代を相対化し自由な思考を養

う上で前近代を知ることの意味は大きい。そのことを貨幣経済を題材

に論述する。近代と前近代の違いと同時に、日本と中国、西洋の間に

も大きな違いがある。中国前近代を主に論述するが、常に近代や日

本・西洋と比較し、その違いが具体的に分かるように配慮する。

交渉・交流史 4 ○ ◎

日本や世界の歴史は、けっして一国内で完結するものではなく、他の

国々・諸地域との交渉や交流のなかで培われてきた。本講義では、歴

史上の多国間あるいは諸地域間の交渉や交流（交易なども含む）につ

いて取り上げ、歴史上における交渉・交流の役割を考える。

発展研究ゼミ1 5 ○ ◎

２年次に履修した「歴史学研究法ゼミ」の成果をふまえながら、発展

的に学ぶ科目である。先行研究の検索・参照、史料の読解・分析と

いった作業について、教員と学生とが議論を重ねることにより、問題

点を明確化する能力を養う。

発展研究ゼミ2 6 ○ ◎

卒業研究を見据え、史料を分析する力、先行研究を参照し論旨を構築

する基礎的な力を養うとともに、その成果を自らの力でまとめる能力

を高めることを目的とする。自らで設定したテーマに関係する基本的

な史料の分析を行い、教員と学生とが議論を重ねながら、卒業研究で

取り組む課題を明確化する。

卒業研究ゼミ1 7 ○ ◎

自らが設定した研究テーマにしたがい、自らが取り組む課題を明確化

するとともに、研究に用いる主要な史資料の収集・分析を行う。教員

と学生との議論により、卒業論文の基本的な構成の策定に取り組む。

卒業研究ゼミ2 8 ○ ◎

自らが設定した研究テーマ、構成に基づき、卒業論文の主要な論点に

ついて、史資料の収集からえた知見をもとに、実際の論文作成を進め

る。教員と学生とが議論を重ねながら、自らの研究を学術論文として

完成させることを目指す。

卒業論文 8 〇

３年生以降に履修した発展研究ゼミ、卒業研究ゼミでの学習内容をふ

まえ、学術研究遂行に関わる総合、総括的な成果の取りまとめを行

い、自らの研究成果を学術論文としてまとめる。

日本史基礎史料講読（古代・中世） 3 ◎ ○

日本の古代史および中世史に関する基礎的な史料が読解できるように

なる。返り点など日本の古代・中世史料を読解するために必要な規則

や古文書の初級および様式を学ぶとともに日本語辞典・漢和辞典・日

本史辞典などを効率的に使えるようになる。

日本史基礎史料講読（近世） 3 ◎ ○

日本の近世史に関する基礎的な史料が読解できるようになる。返り点

など日本の近世史料を読解するために必要な規則や古文書の初級を学

ぶとともに日本語辞典・漢和辞典・日本史辞典などを効率的に使える

ようになる。

日本史基礎史料講読（近代・現代） 3 ◎ ○

日本の近代史および現代史に関する基礎的な史料が読解できるように

なる。返り点など日本の近代・現代史料を読解するために必要な規則

や古文書の初級を学ぶとともに日本語辞典・漢和辞典・日本史辞典な

どを効率的に使えるようになる。

日本史史料講読（古代・中世）１ 4 ○ ◎

日本の古代史および中世史に関する基礎的な史料の読解ができるよう

になった学生が中級程度の史料の読解力を修得する。さらに、テキス

トになっている史料の政治的状況や人間関係を踏まえたうえで、史料

を解読して自らの研究に応用できるようになる。

日本史史料講読（古代・中世）２ 5 ○ ◎

日本の古代史および中世史に関する基礎的な史料の読解ができるよう

になった学生が中級程度の史料の読解力を修得する。さらに、テキス

トになっている史料の政治的状況や人間関係を踏まえたうえで、史料

を解読して自らの研究に応用できるようになる。

日本史史料講読（近世）１ 4 ○ ◎

日本の近世史に関する基礎的な史料の読解ができるようになった学生

が中級程度の史料の読解力を修得する。さらに、テキストになってい

る史料の政治的状況や人間関係を踏まえたうえで、史料を解読して自

らの研究に応用できるようになる。

日本史史料講読（近世）２ 5 ○ ◎

日本の近世史に関する基礎的な史料の読解ができるようになった学生

が中級程度の史料の読解力を修得する。さらに、テキストになってい

る史料の政治的状況や人間関係を踏まえたうえで、史料を解読して自

らの研究に応用できるようになる。

日本史史料講読（近代・現代）１ 4 ○ ◎

日本の近代史・現代史に関する基礎的な史料の読解ができるように

なった学生が中級程度の史料の読解力を修得する。さらに、テキスト

になっている史料の政治的状況や人間関係を踏まえたうえで、史料を

解読して自らの研究に応用できるようになる。

日本史史料講読（近代・現代）２ 5 ○ ◎

日本の近代史・現代史に関する基礎的な史料の読解ができるように

なった学生が中級程度の史料の読解力を修得する。さらに、テキスト

になっている史料の政治的状況や人間関係を踏まえたうえで、史料を

解読して自らの研究に応用できるようになる。
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日本あるいは世界の歴

史について基本的な知

識と技能を有し、その

重要性を理解している

修を通して日本あるい

は世界の歴史の時間

的・空間的多様性を理

解してい

日本あるいは世界の歴

史についての学修と現

場での学修や体験の成

果を統合し、その結果

を言葉や文章によって

論理的に提示すること

ができる

学修成果を用いて、現

代の地域社会や国際社

会に内在する諸問題に

ついて考えることがで

きる

履

修
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ｽ
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科目概要
区分 科目名

日本史特講（古代・中世）１ 3 ○ ◎

日本の古代史・中世史について、特定の時代や地域を取り上げて多様

な視点から講義する。本講義を通して、取り上げられた時代や社会に

ついての基本的な知識を修得するとともに、新たな歴史像がどのよう

な史料や学説に依拠して構築されてきたのかを学ぶ。

日本史特講（古代・中世）２ 4 ○ ◎

日本の古代史・中世史について、特定の時代や地域を取り上げて多様

な視点から講義する。本講義を通して、取り上げられた時代や社会に

ついての基本的な知識を修得するとともに、新たな歴史像がどのよう

な史料や学説に依拠して構築されてきたのかを学ぶ。

日本史特講（近世）１ 3 ○ ◎

日本の近世史について、特定の時代や地域を取り上げて多様な視点か

ら講義する。本講義を通して、取り上げられた時代や社会についての

基本的な知識を修得するとともに、新たな歴史像がどのような史料や

学説に依拠して構築されてきたのかを学ぶ。

日本史特講（近世）２ 4 ○ ◎

日本の近世史について、特定の時代や地域を取り上げて多様な視点か

ら講義する。本講義を通して、取り上げられた時代や社会についての

基本的な知識を修得するとともに、新たな歴史像がどのような史料や

学説に依拠して構築されてきたのかを学ぶ。

日本史特講（近代・現代）１ 3 ○ ◎

日本の近代史・現代史について、特定の時代や地域を取り上げて多様

な視点から講義する。本講義を通して、取り上げられた時代や社会に

ついての基本的な知識を修得するとともに、新たな歴史像がどのよう

な史料や学説に依拠して構築されてきたのかを学ぶ。

日本史特講（近代・現代）２ 4 ○ ◎

日本の近代史・現代史について、特定の時代や地域を取り上げて多様

な視点から講義する。本講義を通して、取り上げられた時代や社会に

ついての基本的な知識を修得するとともに、新たな歴史像がどのよう

な史料や学説に依拠して構築されてきたのかを学ぶ。

日本史特講（宗教・文化）１ 3 ○ ◎

日本の宗教史・文化史について、特定の時代や地域を取り上げて多様

な視点から講義する。本講義を通して、取り上げられた時代や社会に

ついての基本的な知識を修得するとともに、新たな歴史像がどのよう

な史料や学説に依拠して構築されているのかをきたを学ぶ。

日本史特講（宗教・文化）２ 4 ○ ◎

日本の宗教史・文化史について、特定の時代や地域を取り上げて多様

な視点から講義する。本講義を通して、取り上げられた時代や社会に

ついての基本的な知識を修得するとともに、新たな歴史像がどのよう

な史料や学説に依拠して構築されてきたのかを学ぶ。

東洋史基礎史料講読 3 ◎ ○

東アジアの歴史（中国や朝鮮、また日本など）を学ぶにあたって、漢

文の講読は必須である。本講義では、漢文講読の基礎を学ぶ。また講

読にあたって、基本的な工具書を利用するなど、基礎的技能を学修す

る。

東洋史史料講読（前近代）１ 4 ○ ◎
本講義では、基礎史料講読で培った基礎的技能を土台に、中級的な前

近代の漢文史料を講読し、より高度な読解能力を涵養する。

東洋史史料講読（前近代）２ 5 ○ ◎
本講義では、基礎史料講読で培った基礎的技能を土台に、中級的な前

近代の漢文史料を講読し、より高度な読解能力を涵養する。

東洋史史料講読（近現代）１ 4 ○ ◎
本講義では、基礎史料講読で培った基礎的技能を土台に、中級的な近

代史料を講読し、より高度な読解能力を涵養する。

東洋史史料講読（近現代）２ 5 ○ ◎
本講義では、基礎史料講読で培った基礎的技能を土台に、中級的な近

代史料を講読し、より高度な読解能力を涵養する。

東洋史特講（古代）１ 3 ○ ◎

古代の東アジアについて、特定の時代や地域を取り上げ、テーマを設

定し、さまざまな視角から具体的な歴史事象を考察し論じる。本講義

を通して、取り上げられた時代や社会についての基本的な知識を修得

するとともに、その時代や社会の特質を理解し、研究の視角や方法論

に対する知見も広める。

東洋史特講（古代）２ 4 ○ ◎

古代の東アジアについて、特定の時代や地域を取り上げ、テーマを設

定し、さまざまな視角から具体的な歴史事象を考察し論じる。本講義

を通して、取り上げられた時代や社会についての基本的な知識を修得

するとともに、その時代や社会の特質を理解し、研究の視角や方法論

に対する知見も広める。

東洋史特講（中世・近世）１ 3 ○ ◎

中世・近世の東アジアについて、特定の時代や地域を取り上げ、テー

マを設定し、さまざまな視角から具体的な歴史事象を考察し論じる。

本講義を通して、取り上げられた時代や社会についての基本的な知識

を修得するとともに、その時代や社会の特質を理解し、研究の視角や

方法論に対する知見も広める。

東洋史特講（中世・近世）２ 4 ○ ◎

中世・近世の東アジアについて、特定の時代や地域を取り上げ、テー

マを設定し、さまざまな視角から具体的な歴史事象を考察し論じる。

本講義を通して、取り上げられた時代や社会についての基本的な知識

を修得するとともに、その時代や社会の特質を理解し、研究の視角や

方法論に対する知見も広める。

東洋史特講（近代・現代）１ 3 ○ ◎

近代・現代の東アジアについて、特定の時代や地域を取り上げ、テー

マを設定し、さまざまな視角から具体的な歴史事象を考察し論じる。

本講義を通して、取り上げられた時代や社会についての基本的な知識

を修得するとともに、その時代や社会の特質を理解し、研究の視角や

方法論に対する知見も広める。

東洋史特講（近代・現代）２ 4 ○ ◎

近代・現代の東アジアについて、特定の時代や地域を取り上げ、テー

マを設定し、さまざまな視角から具体的な歴史事象を考察し論じる。

本講義を通して、取り上げられた時代や社会についての基本的な知識

を修得するとともに、その時代や社会の特質を理解し、研究の視角や

方法論に対する知見も広める。
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日本あるいは世界の歴

史について基本的な知

識と技能を有し、その

重要性を理解している

修を通して日本あるい
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論理的に提示すること

ができる

学修成果を用いて、現

代の地域社会や国際社
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ついて考えることがで
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科目概要
区分 科目名

西洋史基礎英語文献講読 3 ◎ ○

英米史に限らず、西洋史分野の文献の多くは英語で書かれている。そ

こで、本講義では、辞書の扱い方、パラグラフリーディングの仕方な

ど、英語文献を読むための基礎的な技能を修得する。と同時に、より

専門的な工具類を用いて用語・人名・地名を調べるなど、西洋史分野

の文献を読むための技能も修得する。そうすることによって、英語文

献に親しみ、卒業研究で英語文献も利用してみよう、という意欲を喚

起する。

西洋史基礎演習 3 ◎ ○

日本語による文献を輪読しながら、学術論文を読みこなすための工具

類の使い方、パラグラフリーディングの仕方、註の読み方など文献読

解のための基礎的な技能を修得する。と同時に、問題設定・研究史・

史資料や事例の扱い方・論理構成などに留意して内容を正確に把握

し、批判的読解の基礎を身に付ける。

西洋史演習（前近代）１ 4 ○ ◎

前近代ヨーロッパに関する学術書や学術論文について、問題設定・研

究史・史資料や事例の扱い方・論理構成などに留意しながら、その内

容を正確に把握し、他者に説明する。さらに、自分の意見を持ってコ

メントをし、他の履修者たちとディスカッションを行う。そうするこ

とによって、批判的読解力を身に着け、論文とは何かを理解し、各々

が卒業研究を進めるための力を養う。

西洋史演習（前近代）２ 5 ○ ◎

前近代ヨーロッパに関する学術書や学術論文について、問題設定・研

究史・史資料や事例の扱い方・論理構成などに留意しながら、その内

容を正確に把握し、他者に説明する。さらに、自分の意見を持ってコ

メントをし、他の履修者たちとディスカッションを行う。そうするこ

とによって、批判的読解力を身に着け、論文とは何かを理解し、各々

が卒業研究を進めるための力を養う。

西洋史演習（近現代）１ 4 ○ ◎

欧米の近現代史に関する学術書や学術論文について、問題設定・研究

史・史資料や事例の扱い方・論理構成などに留意しながら、その内容

を正確に把握し、他者に説明する。さらに、自分の意見を持ってコメ

ントをし、他の履修者たちとディスカッションを行う。そうすること

によって、批判的読解力を身に着け、論文とは何かを理解し、各々が

卒業研究を進めるための力を養う。

西洋史演習（近現代）２ 5 ○ ◎

欧米の近現代史に関する学術書や学術論文について、問題設定・研究

史・史資料や事例の扱い方・論理構成などに留意しながら、その内容

を正確に把握し、他者に説明する。さらに、自分の意見を持ってコメ

ントをし、他の履修者たちとディスカッションを行う。そうすること

によって、批判的読解力を身に着け、論文とは何かを理解し、各々が

卒業研究を進めるための力を養う。

西洋史特講（前近代）１ 3 ○ ◎

前近代（古代・中世・近代）ヨーロッパについて、特定の時代や地域

を取り上げ、テーマを設定し、さまざまな視角から具体的な歴史事象

を考察し論じる。本講義を通して、取り上げられた時代や社会につい

ての基本的な知識を修得するとともに、その時代や社会の特質を理解

し、研究の視角や方法論に対する知見も広める。

西洋史特講（前近代）２ 4 ○ ◎

前近代（古代・中世・近代）ヨーロッパについて、特定の時代や地域

を取り上げ、テーマを設定し、さまざまな視角から具体的な歴史事象

を考察し論じる。本講義を通して、取り上げられた時代や社会につい

ての基本的な知識を修得するとともに、その時代や社会の特質を理解

し、研究の視角や方法論に対する知見も広める。

西洋史特講（近現代）１ 3 ○ ◎

近現代のヨーロッパやアメリカ（植民地なども含む）について、特定

の時代や地域を取り上げ、テーマを設定し、さまざまな視角から具体

的な歴史事象を考察し論じる。本講義を通して、取り上げられた時代

や社会についての基本的な知識を修得するとともに、その時代や社会

の特質を理解し、研究の視角や方法論に対する知見も広める。

西洋史特講（近現代）２ 4 ○ ◎

近現代のヨーロッパやアメリカ（植民地なども含む）について、特定

の時代や地域を取り上げ、テーマを設定し、さまざまな視角から具体

的な歴史事象を考察し論じる。本講義を通して、取り上げられた時代

や社会についての基本的な知識を修得するとともに、その時代や社会

の特質を理解し、研究の視角や方法論に対する知見も広める。

西洋史特講（エリア）１ 3 ○ ◎

西洋史において、地中海世界や中欧など比較的大きなまとまりで時代

や社会の特質を考察することは有益である。そこで、本講義では、特

定のエリアを取り上げ、さまざまな角度から歴史的に考察し、当該社

会の特質を論じる。そうすることで、取り上げられたエリアについて

基本的な知識を修得し理解を深めるとともに、研究の視角や方法論に

対する知見も広める。

西洋史特講（エリア）２ 4 ○ ◎

西洋史において、地中海世界や中欧など比較的広範なまとまりで時代

や社会の特質を考察することは有益である。そこで、本講義では、特

定のエリアを取り上げ、さまざまな角度から歴史的に考察し、当該社

会の特質を論じる。そうすることで、取り上げられたエリアについて

基本的な知識を修得し理解を深めるとともに、研究の視角や方法論に

対する知見も広める。
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科目概要
区分 科目名

日本古代中世古文書演習1 6 ○ ◎

日本の古代史および中世史に関する中級程度の史料の読解ができるよ

うになった学生がさらに高度な史料読解力を修得する。また、テキス

トになっている史料を正確に解釈するとともに政治的状況や人間関係

を踏まえて、自説の展開に応用できるようになる。

日本古代中世古文書演習2 7 ○ ◎

日本の古代史および中世史に関する中級程度の史料の読解ができるよ

うになった学生がさらに高度な史料読解力を修得する。また、テキス

トになっている史料を正確に解釈し、それを踏まえて先行研究を検討

することができるようになる。

日本近世古文書演習1 6 ○ ◎

日本の近世史に関する中級程度の史料の読解ができるようになった学

生がさらに高度な史料読解力を修得する。また、テキストになってい

る史料を正確に解釈するとともに政治的状況や人間関係を踏まえて、

自説の展開に応用できるようになる。

日本近世古文書演習2 7 ○ ◎

日本の近世史に関する中級程度の史料の読解ができるようになった学

生がさらに高度な史料読解力を修得する。また、テキストになってい

る史料を正確に解釈し、それを踏まえて先行研究を検討することがで

きるようになる。

東洋史発展史料講読1 6 ○ ◎
本講義では、史料講読で培ったより高度な読解能力を土台に、より上

級な史料を講読し、さらなる高度な読解能力を涵養する。

東洋史発展史料講読2 7 ○ ◎
本講義では、史料講読で培ったより高度な読解能力を土台に、より上

級な史料を講読し、さらなる高度な読解能力を涵養する。

西洋史発展英語文献講読1 6 △ ◎ ○

英語文献講読で培った批判的読解力を土台に、西洋史分野にかかる専

門的な英語文献について、問題設定・研究史・史資料や事例の扱い

方・論理構成などに留意しながら、その内容を正確に理解し、批判的

に読解する力を養う。

西洋史発展英語文献講読2 7 △ ◎ ○

英語文献講読で培った批判的読解力を土台に、西洋史分野にかかる専

門的な英語文献について、問題設定・研究史・史資料や事例の扱い

方・論理構成などに留意しながら、その内容を正確に理解し、批判的

に読解する力を養う。

西洋史史料講読（外書）1 6 ○ ◎

英語に限定せず、取り扱うテーマに応じてドイツ語やフランス語、古

典語などの言語で著された史資料や論考を講読し、より高度な史料読

解の力を養う。

西洋史史料講読（外書）2 7 ○ ◎

英語に限定せず、取り扱うテーマに応じてドイツ語やフランス語、古

典語などの言語で著された史資料や論考を講読し、より高度な史料読

解の力を養う。

歴史文化発展演習1 6 ○ ◎ △

歴史文化の学びはより専門的な複数の学問領域から構成される。この

演習は地域文化演習、民俗文化演習、芸術文化演習のいずれかの履修

を前提に、学術論文の執筆を意識したより専門的な学修を行う。歴史

文化に属する特定の専門領域に着目して、研究動向の把握、リサー

チ・クエスチョンの設定、さらに論証に関わる手法について実践的に

学びとることを目指す。

歴史文化発展演習2 7 ○ ◎ △

歴史文化の学びはより専門的な複数の学問領域から構成される。この

演習は地域文化演習、民俗文化演習、芸術文化演習のいずれかの履修

を前提に、学術論文の執筆を意識したより専門的な学修を行う。歴史

文化に属する特定の専門領域に着目して、研究動向の把握、リサー

チ・クエスチョンの設定、さらに論証に関わる手法について実践的に

学びとることを目指す。

史学史 3 ◎ ○

わが国における「歴史学」の歩みは、古代以来の歴史叙述の伝統と新

たにもたらされた「近代歴史学」の融合のなか形成されてきた。本講

義では、「近代歴史学」がもたらされた明治時代以降のわが国におけ

る学問としての歴史学の歩みをたどりながら、歴史学の特徴を理解す

るとともに、歴史学の未来を考える。

西洋芸術史 3 ◎ ○

西洋史分野の文献資料を補足するさまざまな補助資料のうち、美術・

音楽・演劇などの芸術作品がもつ歴史学的意義は大きい。各時代を代

表する様式や芸術運動はその時代精神と密接に関連しあっている。ま

た、西洋芸術への理解は、日本や東洋の歴史文化の本質をとらえるう

えでも、非常に大きな助けとなる。本講義では、西洋芸術の基本的な

知識を修得するとともに、代表的な芸術作品を取り上げながら西洋史

の流れとの関連を概観する。

和装の文化 3 ○

「きもの」独特の様式・色目・文様は、どのようにしてつくられてき

たのか、、出来るだけ現物や資料を見ながらきものの奥深さを学びま

す。きものとの関わりの深い茶道や能・歌舞伎などのきものの着こな

しにも注目してみます。実際に歌舞伎の舞台に立たれている三味線奏

者の方のスケジュールが合えば教室に来ていただきお話を聞いたり演

奏も聴いてみましょう。現代のきものと礼儀作法やマナーについても

考えてみましょう。

古文書基礎演習１ 4 ○

活字史料の読解を学んだ者にとって、史料の原典である古文書を読み

解く力は、本格的な研究への第一歩へとつながる。本講義では、古文

書の読解能力の涵養をねらって、中世文書ないしは近世地方文書を中

心とした古文書の読解方法を学ぶ。

古文書基礎演習２ 5 ◎ ○

活字史料の読解を学んだ者にとって、史料の原典である古文書を読み

解く力は、本格的な研究への第一歩へとつながる。本講義では、古文

書の読解能力の涵養をねらって、中世文書ないしは近世地方文書を中

心とした古文書の読解方法を学ぶ。

学

科

専

攻

発

展

関

連

6



1 2 3 4

日本あるいは世界の歴

史について基本的な知

識と技能を有し、その

重要性を理解している

修を通して日本あるい

は世界の歴史の時間

的・空間的多様性を理

解してい

日本あるいは世界の歴

史についての学修と現

場での学修や体験の成

果を統合し、その結果

を言葉や文章によって

論理的に提示すること

ができる

学修成果を用いて、現

代の地域社会や国際社

会に内在する諸問題に

ついて考えることがで

きる

履

修

開

始

ｾ

ﾒ

ｽ

ﾀ

ｰ

科目概要
区分 科目名

英語文献講読１ 4 ○ ◎

歴史にかかる英語文献について、問題設定・研究史・史資料や事例の

扱い方・論理構成などに留意しながら、その内容を正確に理解し、批

判的に読解する力を養う。

英語文献講読２ 5 ○ △ ◎

歴史にかかる英語文献について、問題設定・研究史・史資料や事例の

扱い方・論理構成などに留意しながら、その内容を正確に理解し、批

判的に読解する力を養う。

古文書実習 6 ○ ◎

古文書の収集および分析のために必須な古文書実習の作法を多角的に

学ぶ。史料の取り扱い・保存・撮影などについて、それぞれいくつも

の方法があり、その利点や欠点について知見を得る。その上で、自ら

の史料収集に最も的確な方法を選択できるようになる。

伝統文化研修 3 ○

日本やアジア地域を中心に伝統文化を、座学と体験型学習によって、

基本的な知識を修得するとともに、伝統文化に広がる様々なものの考

え方について理解を深める。

京都学研修 3 ○

平安遷都以来、長らく日本の首都であった京都の都市的発展や文化的

特徴を、史跡や寺社仏閣、博物館、史料展示などを見学することを通

じて学ぶとともに、現地調査に必要な基礎的知識や技術を修得する。

文化財学特論 3 ○

文化財とは人類の文化的活動によって生み出された有形・無形の文化

的所産であり、また文化財保護法の用語でもある。この科目ではとく

に文化財保護法に基づく有形・無形・民俗・記念物・文化的景観・埋

蔵文化財などについて、種類、調査・研究の方法、文化財保護の仕組

み、保存・活用などについて具体的に説明する。これによって、文化

財保護法に規定された文化財の意味と文化財の保存・継承と公開・活

用との相互の関わりについて考える能力を練磨する。その上で、文化

財への接し方を認識することによって、これらを活かして受講生各自

の社会生活をより豊かでゆとりあるものにすることを目指す。

京都学入門 5 ○

 １０００年の歴史をもつ京都は、常に歴史の中心という個性をもっ

ている。このことは常に新たな文化や芸能を生み出す街という性格・

土壌をもっていることを意味する。本講義では、京都の歴史や文化を

学ぶ入門的内容として、京都の通史とその時代の文化の特徴を学修す

る。

京都学演習 6 ○ ◎

1000年の都、京都に関する歴史や文化などを探求するPBL型授業であ

る。京都に関する個人で課題を設定し、その課題に対する探究をすす

め、課題解決を導き出し、その成果を発表したうえで、京都理解を進

めるものとする。

地域文化概論 4 ◎ ○

地域文化に関する事象（地域文化の成り立ちや変化、地域文化間の関

係など）を検討するには、歴史的に形成された地域文化の時間的・空

間的多様性を理解することが必要である。この講義では、諸地域を歴

史的に構成する条件（各時代・地域を特徴づける重要トピックス）を

学ぶことで、現代世界における諸地域を単純化することなく、相互の

関係の中で理解する能力を身につける。

民俗文化概論 4 ◎ ○

民俗文化に関する事象（生活文化、祭礼、伝承、伝統的な制度・慣習

の継承、異文化の理解など）を理解するには、歴史的に形成された民

俗文化が持つ時間的・空間的多様性への理解が必要である。この講義

では、日本あるいは世界の民俗文化について多角的な視座から学ぶこ

とで、人々の生活文化とその背後に見られる信仰や意識について、総

合的に理解する能力を身につける。

芸術文化概論 4 ◎ ○

 芸術文化に関する事象（絵画、彫刻、工芸、舞台芸能、民俗芸能

等）を検討するには、歴史的に形成された芸術文化が持つ時間的・空

間的多様性、そしてそれを生み出した思想や哲学の違いへの理解が必

要である。この講義では、日本や世界の芸術文化（芸術思想、芸術観

などの重要トピックス）を学ぶことで、個々の芸術を単体で捉えるこ

となく、背景となる思想や文化の歴史的・空間的広がりの中で理解す

る能力を身につける。

政治文化史 4 ◎ ○

政治文化とは、ある社会や社会を構成する人々に特有の政治認識・政

治行動のパターンをいう。近年の諸研究において、日本の政治文化の

特徴は、権威主義的性格、集団主義的、他者依存的、状況依存的、

「場」の重視などと指摘されている。このような政治文化は、それぞ

れの時代の政治形態や文化と関連して醸成されたものであるといえよ

う。本講義では、日本の古代から中世への移行期である平安時代の政

治と文化を取り上げて、政治と文化との関連性や日本の政治文化の特

徴の一端を考える。

宗教文化 4 ◎ ○
アジアの宗教特に仏教が生み出した文化の諸相とその背景にある仏教

思想

地誌学1 3 ◎ ○

地誌学とは、自然現象（地形・気候・水文など）と人文現象（都市・

経済・歴史・交通など）の相互関係を総合的に考察し、地域的性質を

とらえる地理学の一分野である。この講義では、様々な地理学の議論

を導きに、日本や世界各地の自然と文化の相互作用について学ぶこと

で、グローバル化する現代世界でそれぞれの地域を単純化することな

く理解する能力を身につける。

関

連

7



1 2 3 4

日本あるいは世界の歴

史について基本的な知

識と技能を有し、その

重要性を理解している

修を通して日本あるい

は世界の歴史の時間

的・空間的多様性を理

解してい

日本あるいは世界の歴

史についての学修と現

場での学修や体験の成

果を統合し、その結果

を言葉や文章によって

論理的に提示すること

ができる

学修成果を用いて、現

代の地域社会や国際社

会に内在する諸問題に

ついて考えることがで

きる

履

修

開

始

ｾ

ﾒ

ｽ

ﾀ

ｰ

科目概要
区分 科目名

地誌学2 4 ◎ ○

地誌学とは、自然現象（地形・気候・水文など）と人文現象（都市・

経済・歴史・交通など）の相互関係を総合的に考察し、地域的性質を

とらえる地理学の一分野である。この講義ではある地域の特徴を自然

環境、歴史、文化、政治、経済など様々な観点から総合的に理解した

上で、現在の世界的な課題や国際情勢の中に適切に位置付ける視点の

獲得を目指す。

自然地理学1 3 ◎ ○

自然地理学とは、地球上の自然環境を構成する諸要素を総合的・有機

的に捉える地理学の一分野である。この講義では、日本や世界各地の

地形、気候、水文、植生、土壌等に関わる自然地理学の基礎知識を正

しく理解し、地球上の自然環境を総合的・有機的に説明する能力の獲

得を目指す。

自然地理学2 4 ◎ ○

自然地理学とは、地球上の自然環境を構成する諸要素を総合的・有機

的に捉える地理学の一分野であるが、環境の要素には人間もまた含ま

れる。この講義では、防災や持続可能社会などといった環境との関わ

りで人間が直面する問題を通じて、日本や世界各地の自然環境と人間

との相互作用的関係を理解し、説明する能力の獲得を目指す。

人文地理学1 3 ◎ ○

人文地理学とは、日本・世界の各地域で展開されている人間の諸活動

を論理的に考察する地理学の一分野である。この講義では、私たちが

生活している現在の日本・世界の諸地域とそこに住む人々の社会、生

活や生産活動の特徴を地理学的に理解するために、分布、移動や生

産、流通、消費、さらに地域構造といった事象に焦点を当てて学んで

いく。

人文地理学2 4 ◎ ○

人文地理学とは、日本・世界の各地域で展開されている人間の諸活動

を論理的に考察する地理学の一分野である。この講義では、私たちが

生活している現在の日本・世界の諸地域とそこに住む人々の社会、生

活や生産活動の特徴を地理学的に理解するために、場所に関わる宗

教、生業、文化、あるいは空間上に現れる社会的差異といった事象に

焦点を当てて学んでいく。

経済地理学 3 ◎ ○

私たちの日常生活は身近な地域からグローバルな広がりをもつものま

でさまざまな経済活動によって支えられています。経済地理学はそう

した経済活動が展開する地域を対象とする地理学の一分野です。この

授業では、私たちが生活する地域がどのような経済活動と関わり、そ

の経済活動が地域にどのような影響をもたらしているのかという点に

重点を置きながら、前半では農業と工業という「産業」を中心に、後

半では「地域」とくに都市・地域格差という視点からみた経済活動を

とらえ、経済活動と地域の多様な関係を考えていきます。

フィールドワーク入門 2 ◎ ○ △
関西地域のいくつかの歴史学習施設（博物館を中心とする）の展示を

分析して地域の自己認識と博物館展示について考察する。

歴史学フィールドワーク 3 ○ ◎ △

歴史の舞台となった場所を訪れることは、歴史探求の入り口ではある

ものの、史実の復元を視野に入れ歴史の現場を訪れるのであれば、時

代や現場を取り巻く環境の違いを十分に考慮する必要がある。本講義

では、事前の学習と調査、現地の調査、事後のふりかえりを通じて文

献史学の研究の一環として歴史の現場を訪れるための意味や方法を学

ぶ。

日本史臨地研修 3 ○ ◎ △

文献史学では、文献をもとにした史実の復元が研究の核となる。しか

し復元の過程において歴史の舞台となった現場や遺跡を訪れ、現場を

目にし、史実に関わる事物に触れることも重要である。本講義では、

歴史探求の入り口となる博物館や資料館などを訪れ、豊かな史実の復

元に作業のきっかけを得る学びとしたい。

外国史臨地研修 3 ○ ◎ △

本講義では、日本国内の外国とのかかわりの深い地域、もしくは日本

とのかかわりの深い外国の歴史について事前に学修し、その成果をも

とに実際に現地におもむいて、その史跡や博物館などをおとずれ、そ

の交流・関係の歴史を学ぶ。

考古学 4 ◎ ○

考古学は発掘された遺物・遺構などの考古資料にもとづいて人類史を

研究する学問である。文字で記された記録や文献をもとに研究する文

献史学と並んで、考古学は歴史学研究の主要な方法である。この科目

では考古資料を用いて歴史を復原する方法を習得することを目的とす

る。発掘された遺物や建物の跡などが、いつの時代の、どのような物

なのかを特定し、その時代の生活や文化を解明していく方法と成果を

具体的に示す。その過程で考古資料である遺跡・遺構・遺物などのも

つ特性と意味を認識できる。考古学は文字を残さなかった時代や文

書・記録に残らなかった事象の解明に有効であり、生活や文化を明ら

かにするために有益な考古学の特質と意義を理解するための基本的な

方法と考え方を認識することを目指す。
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ｰ

科目概要
区分 科目名

民俗学 3 ◎ ○

民俗学の学史と研究方法について講義する。まず民俗学史を繙き、柳

田國男を中心とした民俗学の理念と方法、およびその課題について検

証する。そこから民俗学と歴史学との相関性および相違点について考

える。さらに現代の民俗学がいかなる対象を扱うことが可能なのかに

ついて、できるだけ具体的に検討してゆきたい。本講義では、民俗学

という学問体系が日本の近代思想の営みのひとつとして形成され、展

開してきたことを理解するとともに、その後どのように展開し、さら

に今後はいかなる展開が予想できるのかについて、加えて「民俗」と

は何かについても、受講生自らが考える力を養うことを目指す。

文化人類学 4 ◎ ○

文化人類学は，世界各地域においておこなわれた比較的長期で、且

つ、主に住込み型フィールドワークデーターをもとに、さまざまな文

化の生成過程を研究する学問である。また、文化は政治や経済と結び

つき、人々のなかに埋もれ、“当たり前”と思いこむ“常識”を創りだす

ものでもある。世界の文化を事例に、人間とは何か、文化とは何かを

考える。

一般的に異文化理解の学問といわれるが、異文化とは、必ずしも「外

国の文化」ではない。自文化とは異なる時空間に生きる「他者」を理

解することで、自らの文化を再考する営みでもある。本講義では、文

化人類学の基本的理論、視点を、多様なトピックを通し理解し、歴史

的に創り出された文化、社会、人間を考えることで、人間が本来有す

る可能性を発見していく。

法律学概論１ 1 ○

人が集まり、社会と言う集団が作られるとき、そこにはルールが発生

し、それが「法」と呼ばれるようになる。この授業では、私たちの生

活に対するルールとして機能する基本的な「法」を紹介する。その上

で、現行法制度の紹介にとどまらず、その限界事例での法的な考え方

について解説したい。

法律学概論2 2 ○

人が集まり、社会と言う集団が作られるとき、そこにはルールが発生

し、「法」と呼ばれるようになる。そうした「法」により規律される

空間においても限界事例が生じる。

このような限界事例において、憲法上の権利がどのように機能しうる

のか、という点について取り扱う。

もっとも、授業時間の制約上、すべてを網羅的に取り扱うことはでき

ないが、できるだけ身近な問題を取り上げながら授業を進める予定で

ある。

国際政治学 1 ○

　国際社会における国家の政策や安全保障などの国際政治の歴史を踏

まえ、国際政治学の概念や理論を学ぶ。また、これらを踏まえた現代

の国際問題を考察する。

哲学概論 2 ○

哲学は一見、抽象的な議論のつらなりであるが、議論は日常の経験に

根ざしている。哲学の主要な議論を生活空間のなかから理解していく

ことがこの講義の目的である。20世紀の現象学や解釈学の立場を軸と

しながら進みたい。①哲学と日常性②物との関わり③人間と空間④歴

史と風土

宗教学概論 1 ○

宗教の本質については様々な見解が見られるが、これらを紹介しなが

ら分析する。近代哲学はカントによる魂の実体性の否定によって、一

つの頂点を迎える。この、キリスト教神学による魂不滅の信仰への痛

打が、どう受け止められたかを中心に考察を進めていきたい。①宗教

の定義②物との関わり③人間と空間④歴史と風土。

倫理学概論 1 ○

西洋では多様な倫理思想が生まれたが、ここでは19世紀、デンマーク

の哲学者、キェルケゴールの思想を分析する。キリスト教神学や近代

哲学がどのように彼の思想に関連するかを考察しながら、現代におけ

るその有効性を問うてみたい。①倫理学とはなにか②キェルケゴール

の生涯と著作③道徳哲学者としてのキェルケゴール④近代哲学のなか

での位置づけ。

博物館学Ⅰ 3 ◎ ○

現代社会において、社会教育施設から生涯学習施設へ、教育行政から

文化行政へと移行する博物館は変革のときをむかえ、博物館の意義と

役割がとわれている。これまでの「博物館」の歩みを確認して博物館

の役割や機能などを紹介し、現代社会が求める博物館像を検討する。

生涯学習概論 2

「学校教育」という発想、子どもへの「教育」という従来の狭い「教

育」の発想を拡張し、「生涯学習」という関心からさまざまな「教育

問題」を理解できるように導く。学習の場や機会が多様であること、

生涯各期の特性に応じた支援が必要であることが理解できる。

博物館学Ⅱ 4

博物館学芸員が展覧会や催し物などから、博物館史資料等を含めてさ

まざまな情報を発信することは、博物館運営の低迷を回避させる一助

となるが、その情報提供の仕方の重要性を学ぶ。具体的かつ実践的な

運営を通して現代社会における博物館の活動を認識する。

博物館学Ⅲ 5

博物館の社会的役割を意識しながら、学芸員の最も基本的な仕事であ

る文化財保護や博物館資料の取り扱いについて学ぶ。さらに、展示の

具体例や普及活動などを国内の事例から解説する。また毎回、世界遺

産や諸外国の博物館事情などトピックスを映像で紹介し、この分野へ

の視野を広げていく。

関

連

自由科目のため、

以下、該当DPなし
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1 2 3 4

日本あるいは世界の歴

史について基本的な知

識と技能を有し、その

重要性を理解している

修を通して日本あるい

は世界の歴史の時間

的・空間的多様性を理

解してい

日本あるいは世界の歴

史についての学修と現

場での学修や体験の成

果を統合し、その結果

を言葉や文章によって

論理的に提示すること

ができる

学修成果を用いて、現

代の地域社会や国際社

会に内在する諸問題に

ついて考えることがで

きる
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科目概要
区分 科目名

博物館学Ⅳ 3

博物館資料保存に関して、基本的理念や法的環境を学んだ後、資料の

保存や修復方法、資料の保存環境、生物被害などの資料の劣化など、

資料保存に関する具体的な方法を理解し、最後に資料保存をとりまく

社会的環境について理解を深める。

博物館学Ⅴ 4

展示は博物館の基本的機能であり、展示を知ることは博物館の活動の

基幹を理解することにつながる。よって、本講義では博物館における

展示についての概念を示し、展示の歴史を通覧したのち、展示に関す

る実践的な方法を学ぶ。さらに展示環境と設備や展示解説などの展示

に関する基本的な事項の理解を深める。

博物館学Ⅵ 5

博物館の主要な機能として位置づけられる教育について、歴史をふま

えつつ、実際の学芸員の活動と具体的な方法を学ぶ。そのために近

年、課題となっている博物館と学校の連携、ワークショップ・ハン

ズ・オン・アウトリーチや具体的方法について説明し、実際的な教育

の事例によって博物館における教育に対する理解を深める。

博物館実習講義 6

美術工芸品・古文書・考古資料・民具など、博物館の内外で学芸員は

多岐にわたる資料と向き合う。それぞれの資料について基礎的な見方

とともに、その取り扱いに関する留意点を具体的に解説する。

博物館実習Ⅰ 7

現在、博物館運営は次第に困難な状況下におかれている。同時に学芸

員も同じ状況にある。その中で、学芸員は充分に各機能を発揮させる

ことは言うまでもないが、もっとも大切な博物館史資料等をどのよう

に「取り扱うか」を、史資料の取り扱いの実技から会得する。

博物館実習Ⅱ 7

博物館学芸員の専門的業務とその内容として資料の収集、整理、保

存、展示を実地に体験し、理解を深める。特に学芸員としての資史料

の取り扱いの注意点や、技能については専門的知識の習得とともに練

磨していく。

博物館実習Ⅲ 8

現代の博物館運営と博物館学芸員は困難な状況下に置かれている。こ

のような状況で博物館学芸員は充分に各機能を発揮させることは言う

までもないが、それ以上に重要な業務である博物館史資料等を安全に

「取り扱うか」が必須であることを考えていく。

視聴覚教育メディア論 3

視聴覚教育の発展は、博物館や美術館を含む，広い領野における「教

育」に多大な影響を及ぼしてきた。情報機器（伝達手段＝メディア）

の進展は、そうした影響をさらに大きくしている。しかし、その一方

で、「視聴覚教育とは何か？」という問題が複雑化したことも事実で

ある。本講義では、視聴覚教育の歴史的展開を、技術史と併せて紹介

することを通じて、視聴覚教育のあり方や本質について学ぶ。そし

て、各自が視聴覚教育の実践への活かし方を考えることに取り組んで

もらいたい。

関

連
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